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稻 熱 病 抵 抗 性 に 關 す る 研 究II.

珪酸と窒素の併用か稻葉の強靱度蚊びに

その稻熱病抵抗性に及ぼす影響

吉 井 甫

ロ

(昭和十六年二月二十日受理)

稻にi針して珪酸を施用すると稻熱病に劉する抵抗性を増大すると云ふことは 各方面に於て

實詮されてゐる.(1-6,8参 照)。 叉窒素 肥料を過剰に施用すると稻熱病に罹 り易い といふこと

は明かな事實である。最近稻葉の稻熱病に樹 する抵抗性をその葉の強靱度に蹄せんとする業績

が少 くない。

本 稿は,水 稻枢試験に於て,珪 酸 と窒素 とを併用 した場合の稻葉の強靱度 ・珪酸含量及びそ

の稻熱病に対す る抵抗性の変化 を種々の組合せに於て検討 した ものである。

稿を草するに當 り實験材料 を寄贈せられ且又種々の点に於て 御厚意を添けなくした福岡 縣

農事試験場技師石橋一氏同深野弘氏に深謝の意を表する。

1.實 験 材 料 及実験 方 法

1938年福岡 縣農事試験 場にて行はれたる珪酸施用試験区の改良神 力の最上葉各区10枚 宛を

探 り,こ れによつてその裂断抵抗及び貫穿抵抗を各々20回 測定 し,叉 同一材料により珪酸の

定量を行つた 。叉葉の摘探時に各試験区に於ける稻熱病の発 病程度を記録 した 。

この實験に於て行つた貫穿抵抗㊧測定方法は前に述べた通 りである(7)。 裂断抵抗とは,供

試稻の葉片を長さ3cmに 切 り1こ れを横にしてその上下両端を小型紙挾器にて挾み(挾 器の

内側には幅8mmの ゴム薄板 を附 して以て器械的蝉傷を防いだ)こ れを強力な発條を附 した

JOLLy磯 條秤(1cm':5・7gm)に 取付け,下 側の鋏器を持つて全体 を下方に引下げ,か くて横

に した葉片が裂けた時の目盛を護む。そ してこの 目盛を重量圧に換算 し,叉その比数 で表は し

た 。實験によれば裂断はきまつて葉片の内巻側に起る。各試験区に於ける稻栽培 法竝び に珪酸

施用法は次の如 くである。

各区共1/4坪 の木権を使用 し,こ れに改良神 力を7月5日 に 株聞1尺 に各株2本 植え

となし,肥 料は基肥として各1枢 當 り過燐酸石灰47gm,硫 酸加里19gmを 加へ,之 に硫酸



アムモニアを加へて 窒素反當1貫区 より順次5貫区 までを作つた 。か くて更にこれを珪酸

施用区 と珪酸無施用区に分ち,都 合10個 の試験歴を作つたのである・珪酸は,水 硝子を硫酸
の

で 中和 し,生 じた 膠 状 珪 酸 を水 にて 充 分 に洗滌 した 後 乾 燥 ぜ しめ(Sio、:20・17.%)こ れ を 表土

に混 じてSio、 反 當70貫 と した 。か くて8月27周 に至 り最 上 葉(止 葉)を 各区10葉 宛摘

探 した の で あ る 。

II.實 験 結 果

實験の結果を一括 して第1表 によつて示す。

第1表 珪酸と窒素の併用が積葉の珪酸含量・強靱度

及びその稻熱病蟹生度に及ぼで影響
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△ 等窒素区 比数 とは各小区 の内窒素施 用量の等 しき もの毎 に 一聯 とし,

各 々珪酸施用側 の ものの数値 な100と して表は しt:比数

第1表 によれば次のことが明かである。

(1)稻 熱病発生 程度 稻熱病の発生 の程度は,珪 酸施用区に於ては 各小区(1-5区)共 殆

んど発生 しないか叉は全 く発生 しないのに樹 し,珪 酸無施用区(6-10厩)は 窒素施用量の大

なる側に於てや 玉多 く発生 してゐる。

(2)珪 酸含量 珪酸施用区のみにつ"て 云へば,窒 素施用量の 少いもの程珪酸の 含量が多

い。珪酸無施用区に於ても夫々相當量の珪酸を含有 して居 り,こ こに於て も窒素施用量の少い

もの程その珪酸含量が多い。

(3)強 靱度 次に稻葉の強靱度である。今 これ を珪酸施用区或は 無施用区の各区毎に見る

時は,貫 穿抵抗(遺 憾ながら2,4,7,9の 各小区 は測定を欠 く)は まさしく珪酸含量に比例 して

ゐる。裂断抵抗の方はその關係があま り明確ではないが,し か し大体やは りこれ も珪酸含量に



比例 してゐるのである。さればと云つてこれを以て 直ちに珪酸含量の多寡如何が 葉の強靱度

(貫穿抵抗或は裂断抵抗)を 左右するものξ見るのは早計である。何 となれば,こ れら珪酸含

量の変化 はまさしく窒素施用量に反比例 してゐるからである。即ち葉の強靱度の増加 した とい

ふことは珪酸含量の増大 した結果であるのか,將 又,こ れ とは無關係で,實 は窒素施用量が減

少 したが爲であるのかこれ丈では決定出 來かねる筈である。

今この實験に於て行はれた方法を顧ると,珪 酸を過量に施 した区(1-5区)と,珪 酸を肥料

と しては加へなかつた区(6-10区)に 分ち,こ れ等に各種の分量の窒素を施用 したのである。

そこで・珪酸施用斑に於ける各区の稻の珪酸含量は その区の稻の窒素吸収 量に対応 する 珪酸吸

収量の最大値 を示 した もの と見徹すことが出來る。今 この珪酸施用区に於ける各小区の珪酸量

の数値 を夫々100と し(1-5区),こ れらの各小区の窒素施用量に対応 する所の珪酸無施用区

の側の各小区(6-10区)の 珪酸量を比数 で表は し,こ れを珪酸の等窒素区比数 と稻 した 。第

1表中 イダリツク文字が これ である。各抵抗値の方も同じ方法による比激を以て表は した 。即

ちこれにより窒素施用量を一定とせる場合の 珪酸無施用区の蛙酸量及び 各抵抗値を珪酸施用

区の夫 々に対応 した数値 に直 したのである。今 この比数 を以て見るに,珪 酸含量に於ては,珪

酸無施用区の各小斑は珪酸施用区の夫々相対応 する各小区 に比 して何れ も著る しく小であ り,

しか も窒素施用量の多い もの程 この傾向が強い 。

次に葉の強靱度である。今 もし葉の強靱度 と云ふ ものが珪酸によつて正比例的に左右せ らる
ヒ

Sも のとすれば,第1乃 至第5小区 の各抵抗値の等窒素区比数 は第6乃 至第10小区 の夫々相

対応する区の比数に比 してすべて大でなければならない筈である。'然るに事實は之に反 し,珪

酸無施用区の方こそその裂断抵抗蛇びに貫穿抵抗共に絡て大である6即 ち葉片の強靱度は珪酸

施用量ひいては 珪酸含量には正比例的に 左右せ られてゐない と云ふ ことを 明かに認めるので

ある。

本稿に於て示されたる結果は 北大伊藤教授 の下に於て 昭和十三年度に行はれたる珪酸施用

量と葉の強靱度の實験結果(5)と 全 く相反するが如きである。この点については別に機會を得

て詳述する筈である。

III.結 論 及 摘 要

著者は 水田権試験の稻の葉に於て 各種分量の窒素施用の下に 充分珪酸を施用 した区 と珪酸

を肥料としては加へなかつた区 に於ける稻熱病発生 程度,止 葉の貫穿抵抗蚊びに裂断抵抗及び

その珪酸量等を調査 して第1表 の如 き結果を得た。これによつて見るに次の ことが明かである。



(1)稻 に珪酸を施用すると,然 らざる場合に比 して稻熱病抵抗性を増大する。

(2)窒 素施用量を一定とせる場合,珪 酸施用区の稻葉は 無施用顧の稻葉に比 して 珪酸含量

が甚だ大である。このことは窒素施用量の多い場合程顯著である。

(3)窒 素施用量を一."定とせる場合,珪 酸施用区の稻葉は無施用区の稻葉に比 して その裂断

抵抗蛇びに貫穿抵抗は共に常に小である。即ち稻葉の張靱度は珪酸が集積することの爲に壇大

する ものではないことを知る。

(4)稻 葉の強靱度は窒素施用量に反比例する。

(5)貫 穿抵抗或は裂断抵抗によつて 表はされ る稻葉の強靱度は,稻 熱病抵抗性の程度を表

示する爲には好適なる方法であるが,そ れは決 して珪酸含量の増減に対し て正比例的に変化 す

るものではない。窒素過剰施用等不良環境の際に受ける 稻葉の機械的影響 の 一表示法である

といふ点 で意義があると思はれ る。(1941,1,13)
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STUDIES ON THE NATURE OF RICE BLAST RESISTANCE 

II. THE EFFECT OF COMBINED USE OF SILICIC ACID AND 

   NITROGENOUS MANURE TO THE TOUGHNESS OF 

   THE LEAF BLADE OF RICE AND ITS RESISTANCE 

               TO RICE  BLAST.

(Resume) 

Hazime YosHII

   1) The toughness and the percentage of silica of the leaf blades of 

rice wich had been cultured under , various combinations of silicic acid and. 
nitrogeous manure, were measured to find their relation to rice blast. And 

the result is as follows : 

   2) The application of silicic acid to the soil increases the resistance of 
rice to the blast disease. 

   3) The toughness of leaves measured by needle puncture method or 
by tearing method varies in inverse proportion to the quantity of nitrogen-

ous manure. 

   4) In case the quantity of nitrogenous manure is equal, the percentage 

of silica of the rice leaves grown under the application of silicic acid is 

higher than that of those grown without it. 

   5) In case the qantity of nitrogenous manure is equal, the toughness 
of the rice leaf grown under the application of silicic acid is weaker than 

that of the rice leaf grown without it. 

   6) Measuring toughness of the leaf blade is a good method to see the 

grade of their resistance to rice blast, however, it is . valuable only in the 
case of searching the mechanical weakness of the rice leaf grown under unfavor-

able condition such as surplus nitrogenous manure.


